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事業の効果
■救援物資の中継・分配機能、海上輸送支援機能等を担うことにより、京阪神都市圏における

大規模災害時に迅速な災害対応が可能
■市民の憩いの場として利用されるほか、防災学習等の実施により防災意識の向上に寄与

海釣りテラス

ドッグラン

航路啓開訓練

分配・整理状況

緑地

救出訓練
（倒壊家屋からの救出）

支援物資搬入・救護訓練

船舶への積み込み

平成30年７月西日本豪雨

堺泉北港

整備施設

緑地

臨港道路

近畿圏臨海防災センター

全体事業費 80億円

事業完了 平成30年度

※11月５日は「津波防災の日」「世界津波の日」

発電機付投光器

（現地での活用状況）

積み込み

令和２年７月豪雨（九州）

バーベキュー広場

音楽イベント

～ 市民の憩いの場 ～

～ 見学会や防災学習 ～

平常時

～～ 災害対応 ～～災害時

～～ 防災訓練 ～～

近畿圏臨海
防災センター※

臨港道路

※支援活動のオペレーションを行う「近畿圏臨海防災センター」では、
24時間、365日の職員常駐体制で万が一に備えています。

物資輸送訓練（海上）

「津波防災の日」「世界津波の日」※にあわせ総合防災訓練を実施

堺泉北港堺２区基幹的広域防災拠点整備事業
～京阪神都市圏の安全・安心の確保～


